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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 33

入居者も高齢化が進み、入院されることも多く
なってきている。今後の体制づくりのためにも
重度化・看取りに関する研修を早急に学習す
る場を設ける必要がある。また、金額面も含
め、重度化や看取りに対する意思確認を十分
に家族に行う必要がある。

・重度化・看取り対する研修を早急に実施す
る。
・重度化・看取りに対してチームとして支えるこ
とができるようスタッフ間での学習の場を設け
る。
・全家族に看取りに対する意思確認を行う。

・外部評価後、訪問看護に依頼していた看取
りの研修日程を調整し、10月に実施するに
至った。
・重度化・看取りに対する家族の意向を面会
時に聞き取り、訪問看護や訪問診療と連携
し、看取りを行っていく体制等について説明を
行う。

1年

2 35

避難訓練については年２回の実施ができてい
る。災害等に対するマニュアルの作成はでき
ているものの、避難場所や避難経路、近隣の
住民への具体的な協力体制等が整備されて
いない。

・避難訓練等への参加や、停電・災害等が起
こった場合に必要な支援の具体的な内容をお
願いする。
・災害時に必要な備品や備蓄の確保に努め
る。

・運営推進会議や町内会集会、回覧板等を
通して訓練等への参加の呼びかけ、ことぶき
にとって必要な具体的支援の内容を伝えてい
く。
・冬期の災害に対する暖房機器の整備や照
明機器、備蓄等をそろえていく。

1年

3 26

毎月職員もモニタリングを実施し介護計画に
目を通しているが、全員分のケアプランを把
握するには至っていない。また、計画内容に
ついての実施の有無や経過等について、生
活記録への記載はされていない。

・モニタリングを実施し、それに基づいた介護
計画をケアマネと一緒に作成していく。
・計画のサービス内容について、実施の有無と
実施方法や経過等について生活記録に記載
するように努める。

・モニタリング後、スタッフ間で話し合いを持ち
サービス内容を一緒に決めていく。
・一緒に作成することでサービス内容を把握
することができ、生活記録に記載する意識付
けができる。

1年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


